
船舶事故等調査報告書 

平成２２年４月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１７６号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２１年５月２６日 ２２時０５分ごろ 

発生場所 香川県さぬき市 大串
おぐし

埼灯標から真方位２８５°４,５００ｍ付近 

（概位 北緯３４°２２.９′ 東経１３４°０９.８′） 

事故等調査の経過  平成２１年６月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 押船 マリン、４１４トン 

１３６５５６、株式会社マリン 

Ｂ バージ マリン１８、長さ１０７ｍ×幅２０ｍ×深さ７ｍ 

なし、株式会社マリン 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海） 

Ａ 二等航海士、四級海技士（航海） 

死傷者等 なし 

損傷 Ａ 船底部に擦過傷 

Ｂ 船底部にき
．
裂及び凹損 

事故等の経過  Ａ船は、船長ほか５人が乗り組み、建設残土約２,０００㎥を積載した

Ｂ船の船尾とかん
．．

合し、Ｂ船の船首約３.８ｍ、Ａ船の船尾約５.３ｍの喫

水で、Ｂ船を押して香川県小豆島南方沖を約１０ノットの速力で自動操舵

により航行中、単独で船橋当直中の二等航海士が居眠りに陥り、平成２１

年５月２６日２２時０５分ごろ、香川県高松市庵治町篠尾の陸岸に乗り揚

げた。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 １、視界 良好 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、Ｂ船を押して小豆島南方沖を航行中、

二等航海士が、蓄積した疲労から、いすに座った

まま居眠りに陥り、変針予定場所を通過して庵治

町篠尾の陸岸に向け航行し、同陸岸に乗り揚げた

ものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が、Ｂ船を押して小豆島南方沖を航行中、単独で

船橋当直中の二等航海士が居眠りに陥ったため、変針予定場所を通過して

庵治町篠尾の陸岸に向け航行し、両船が同陸岸に乗り揚げたことにより発

生したものと考えられる。 

 




